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④ IoT とデータ活用Ⅰ
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⑤ IoT とデータ活用Ⅱ
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以下アンケート調査詳細 
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学び直し調査アンケート詳細
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企業連携授業詳細資料

地域商品開発：学生⇒企業提案資料

商品販売の様子
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地域課題解決プロジェクト：学生作成広報物

各種メディアを使って学生自らライティングやデザイン、広報を行った。

▼WEB サイト                      ▼SNS
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企業連携の授業モデルのひな型開発

実施された「企業・地域と連携した実証授業モデル」を基に、今後の企業連携授業を再現

性高く実装するための標準フォーマットとして整理したものである。本モデルは、地方創生

×IT・AI 活用人材育成を目的とし、企業・地域の実課題を教材化し、学生主体で企画・実

装・検証・振り返りまでを一貫して行う点に特徴がある。

AI ツール詳細

●ツール①時間割生成 AI システム

これまで手作業での確認だった、講師別の条件（●曜日 NG などの要望）を一元管理可能

で、時間割に一気に反映できるように改善。
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科目管理・教室管理もできるように設計。

受講人数に応じた教室設定も自動で可能に。

●ツール②入退出（出席）管理システム

実装内容

対象期間中に実施した主な業務内容は以下のとおり。

①タッチメール受信設定の確認・整理

・「登校しました／下校しました」を件名に含むタッチメールが、Gmail で確実に受信される

よう設定を確認。

・対象学年・学科ごとにラベル分け・検索クエリの設計を行い、集計用メールの抽出条件を

統一。

②集計用スプレッドシート構成の整理

・出席管理用スプレッドシートのシート構成を整理。以下のシートを定義・運用。

「名簿」シート：学科・学年ごとの学生情報・学籍番号・タッチメールとの紐づけ情報

「出席ログ」シート：タッチメールから取得した登校・下校ログの記録

「カレンダー設定」シート：授業日・祝日・行事日などの日程情報

「時間割」シート：学科・学年ごとの時間割情報

「シート 1（サマリー）」および日次／月次レポートシート：集計結果の一覧表示・可視化用
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・日次レポート・月次レポートへ出席状況が自動反映されるよう、シート間の参照・関数を

調整。 

 

③GAS（バックエンド）の構築 

・Gmail から「登校しました／下校しました」のメールを検索・取得する処理の実装。 

・取得したメール本文・件名を解析し、対象学生・日時・種別（登校／下校）を判定して「出

席ログ」シートに追記する処理を実装。 

・「時間割」および「カレンダー設定」と連携し、各コマごとの出席／欠席／遅刻などを判定

するロジックを構築。 

・日次・月次レポートシートを自動生成・更新する GAS を作成。 

・上記処理を指定時刻（例：18 時）に自動実行するトリガーを設定。 

 

④表示画面（ビュー）の整備 

・日次・月次レポートをブラウザ上から確認できるよう、GAS の Web アプリ機能を用いたビ

ュー専用画面を試作。 

・プルダウンから対象の月次レポートを選択し、一覧表示できる画面レイアウトを設計。 

・大きな画面（掲示・職員室等）での表示を想定し、「一画面で全体が俯瞰しやすい」構成を

意識した UI 調整を実施。 

 

⑤使用ツール 

・タッチメール（登校・下校のメール送信） 

・Gmail（受信・検索・ラベル付与） 

・Google スプレッドシート（名簿・ログ・時間割・レポート） 

・Google Apps Script（自動集計・レポート生成・Web アプリ表示） 

 

成果・結果 

※以下の内容の一部は、これまでの試験運用やチャット上での整理内容からの推定を含

む。 

①出席情報の自動集計基盤の構築 

・タッチメール → Gmail → GAS → スプレッドシート → 日次・月次レポート、という一連の

流れが概ね自動化された。 

 

②学生ごとの出席状況の可視化 

・学生ごと・クラスごとに「何日に出席／欠席／遅刻しているか」を一覧で確認できるように

なった。 

・月次レポートにより、一定期間の傾向（遅刻や欠席の多い学生・クラスなど）が把握しや

すくなった。 

 

③日次・月次レポートの自動生成 

・GAS により、日次レポート・月次レポートが自動生成される仕組みを整備した。 

・レポートシートの名称・構成（「日次レポート_YYYY_MM_DD」「月次レポート_YYYY_MM」な

ど）を一定のルールで運用することで、対象期間のレポートを簡単に探し出せるようになっ

た。 

 

④将来的な拡張を見据えた設計 

・学科・学年ごとのグループラベル（例：2 年 IT ソリューション学科、1 年 地域観光デザイン
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学科など）を定義し、今後他学科への展開や表示切り替えがしやすい構成とした。 

・時間割やカレンダーを外部シートから取り込む設計とすることで、年度や学期の変更にも

対応しやすくなっている。 

 

⑤業務引き継ぎの土台整備 

・シート名や役割、GAS の処理概要が一定程度整理されたことで、今後、運用マニュアル

や引き継ぎ資料を整備しやすい状態になった。 

 

現状で使っている主な仕組み・ツール 

①ハード／サービス側 

・タッチメール本体（学生の登校・下校時に IC カード等をかざし、メールを送信） 

・Gmail 

「登校しました」「下校しました」を件名に含むメールを受信 

学科・学年ごとのラベル付与（例：「2 年 IT ソリューション学科」など） 

集計用検索クエリ（subject:(登校しました OR 下校しました) newer_than:2d 等） 

②データ管理（スプレッドシート） 

・「名簿」シート：学生氏名、学籍番号、学科・学年、メールとの紐づけ情報 

・「出席ログ」シート：メールから取得した登校・下校記録（日時・種別・学生） 

・「カレンダー設定」シート：授業日／休講日／行事日など 

・「時間割」シート：コマごとの授業設定（学科・学年別） 

・「シート 1（サマリー）」：全体の概要をまとめた集約シート 

・「日次レポート_YYYY_MM_DD」シート類 

・「月次レポート_YYYY_MM」シート類 

③ロジック・処理（GAS） 

・Gmail から対象メールを取得し、「出席ログ」に書き込む処理 

・ログ＋時間割＋カレンダーから、コマごとの出欠状況を判定する処理 

・日次／月次レポートを作成・更新する処理 

・処理全体を指定時刻に自動実行するトリガー（毎日 18 時） 

④表示・閲覧 

・GAS の Web アプリによるビュー画面 

・対象の月次レポートシートをプルダウンで選択 

・大きい画面に表示し、教職員・関係者が出席状況を一覧で確認できる仕組みを引き続き

ブラッシュアップ 
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（６）事業実施によって達成する成果及び測定指標 

 KPI（成果測定指標）  単位 
事 業 

開始前 

令 和 

7 年度 

令 和 

8 年度 

令 和 

9 年度 

【必須】取組の普及・展開を行った

団体数 

目標値 学校数   4 8 
実績値 学校数     
達成度 ％     

（上記 KPI の測定手法） 

実証講座の横展開導入数、AI ツールの導入数ののべ学校数。 

 KPI（成果測定指標）  単位 
事 業 

開始前 

令 和 

7 年度 
令 和 

8 年度 
令 和 

9 年度 

「地方創生 × IT・AI 活用」教育・企

業ニーズ調査による必要性の割合

度 

目標値   65   
実績値   67   

達成度 ％  103   

（上記 KPI の測定手法） 

企業ニーズ調査で、既存従業員への IT 利活用の人材育成を「今後、導入してみたい」かつ AI・IT 利活用

人材の新規採用について、「具体的に採用したい」、「今後、検討していきたい」と回答した方で、当方から

の連絡を可とした割合 

 KPI（成果測定指標）  単位 
事 業 

開始前 

令 和 

7 年度 
令 和 

8 年度 
令 和 

9 年度 

シラバス/教材の開発科目数 

延べ数 

目標値 ｼﾗﾊﾞｽ/教材  16/4 16/16 20/20 
実績値 ｼﾗﾊﾞｽ/教材  17/5   

達成度 ％  106/125   
（上記 KPI の測定手法） 

教育プログラムに必要なスラバス及び教材の開発した科目数。 

延べ数を記載 

 

 KPI（成果測定指標）  単位 
事 業 

開始前 

令 和 

7 年度 
令 和 

8 年度 
令 和 

9 年度 

実証講座の実施科目数と学生数 

目標値 科目/学生  4/30 15/50 20/70 
実績値 科目/学生  5/66   
達成度 ％  125/220   

（上記 KPI の測定手法） 

実証講座の実施の結果、学生（受講者数）の評価を得るための定量的、定性的データ確保する。 

 

 KPI（成果測定指標）  単位 
事 業 

開始前 

令 和 

7 年度 
令 和 

8 年度 
令 和 

9 年度 

学生の実証講座の理解度を成績評

価（A～C）割合で算出。 

目標値 ％  65 70 75 
実績値 ％  68   
達成度 ％  105   

（上記 KPI の測定手法） 

学生の実証講座の理解度を担当講師が成績評価 A～F で実施し、C 以上の割合度で、学生の講

座への理解度を把握する。 

 KPI（成果測定指標）  単位 
事 業 

開始前 

令 和 

7 年度 

令 和 

8 年度 

令 和 

9 年度 

本教育プログラム受講の学生が 3

分野へ就職した数及び採用企業数 

目標値 就職数   10 15 

実績値 就職数     
達成度 ％     

（上記 KPI の測定手法） 

本教育プログラム受講の学生が 3 分野へ就職した数及び採用企業数。実績ベースで測定する。 

 KPI（成果測定指標）  単位 
事 業 

開始前 

令 和 

7 年度 

令 和 

8 年度 

令 和 

9 年度 
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企業・団体へのカリキュラムへの評

価調査。5 段階４以上の割合度 

目標値 ％   60 70 
実績値 ％     
達成度 ％     

（上記 KPI の測定手法） 

企業・団体へのカリキュラムへの評価をアンケート調査で行い、必要性、重要性を 5 段階４以上

の割合度。 

 KPI（成果測定指標）  単位 
事 業 

開始前 

令 和 

7 年度 
令 和 

8 年度 
令 和 

9 年度 

実証講座の横展開の導入の学校

数 

目標値 学校数   2 4 
実績値 学校数     
達成度 ％     

（上記 KPI の測定手法） 

開発した科目の実証講座の横展開を得るための指標。 

導入した実績数。 

 KPI（成果測定指標）  単位 
事 業 

開始前 

令 和 

7 年度 
令 和 

8 年度 
令 和 

9 年度 

業務効率化AIツールの横展開導入

の学校数 

目標値 学校数   2 4 
実績値 学校数     
達成度 ％     

（上記 KPI の測定手法） 

開発した業務効率化 AI ツールの横展開を得るための指標。 

導入した実績数。 
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（７）本事業終了後※の成果の活用方針・手法 

◎業界団体・企業・学校との密接な連携 

本事業では、P2 の通り、観光コンテンツ分野（宿泊、飲食、体験施設）、エリアマネジメント

分野（DMO・行政の観光担当）、情報サービス分野（情報サービス系の IT 企業）の事業者

と密に連携している。 

また当校が、従来より「法人サポーター」として就職の出口として R7 年 4 月 65 社と提携し

ている。 

 

◎本プログラムによって、観光業界に求められる職業人材を育成して、企業に就職、定着

していくことを目指していく。その中で、今回ターゲットとする 18 歳以上の学生、国際学生

の就職にもつなげていく。 

 

◎また、連携する専門学校や全国で同様の課題を抱える専門学校に対して、「開発したカ

リキュラム・プログラム」と「AI 等を活用した学校の教育の質や業務効率化のツール」を展

開していく。 

 

◎継続的連携の場と他学校への展開 

専門学校と業界団体、企業等で、本事業の成果物が他の専門学校へ展開したり、3 分野

の企業や団体に人材を輩出していくための横断的な会議の場を設ける。ま 

た、教育機関、企業・団体等に対して積極的に広報、情報発信していく。 
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令和 7 年度 文部科学省委託事業 

「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」 

（人口減少地域の職業人材を確保するための 

専修学校振興プログラム） 

人口減少地域の職業人材を確保するための 

専修学校の教育モデル開発 

地方創生の課題解決 × IT・AI 活用人材養成プログラム事業 

事業全体成果報告書 

令和 8 年 2 月 

学校法人イデア熊本アジア学園 

イデア IT カレッジ阿蘇 

熊本県阿蘇郡南阿蘇村大字河陽 4518 番地 
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